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新年あけましておめでとうございます。

本年くすの木新聞も内容がギューっと

入っとるけん是非読んでってや～！
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
明
け
暮
れ
ま

し
た
が
、
今
年
も
ど
う
な
る

事
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
早
く
平
常
の
生
活
を
取
り
戻
し

た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
に
着
任
し
て
、
も
う
５

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
２
年
程
度
を

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
定
年
延
長
を
重
ね
て
５
年
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
５
年
間
で
院
長
と
し
て
何
が
出

来
た
か
反
省
す
る
事
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
中
で
記
憶
に

残
っ
て
い
る
出
来
事
を
少
し
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
ず
着
任
早
々
取
り
組
ん
だ
の
は
病
院
の
理
念
作
り
で

し
た
。
皆
で
作
る
理
念
、
組
織
を
動
か
し
て
い
く
旗
印
、

こ
れ
は
私
が
押
し
付
け
て
作
る
も
の
で
は
な
く
、
皆
に
参

加
し
て
作
っ
て
も
ら
う
事
を
優
先
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
副

院
長
を
委
員
長
と
し
て
未
来
を
考
え
る
会
を
創
設
し
、
ア

イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
い
、
覚
え
に
く
い
長
い
理
念
よ
り

覚
え
や
す
い
短
い
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
作
る
事
に
し
ま
し

た
。
全
員
参
加
で
選
ん
で
も
ら
っ
た
の
は
、〝
や
さ
し
い

笑
顔
と
よ
り
そ
う
医
療
〟
で
し
た
。
こ
の
病
院
を
端
的
に

表
現
で
き
た
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
し
た
。

　
次
に
行
っ
た
の
は
学
校
長
と
し
て
看
護
学
校
閉
校
の
決

断
で
し
た
。
日
赤
時
代
に
も
閉
校
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
閉
校
に
遭
遇
す
る
の
は
今
回
で
２
回
目
で
し
た
。
私

が
生
ま
れ
た
年
に
創
立
し
た
学
校
で
、
私
の
退
職
と
同
時

に
閉
校
を
迎
え
る
と
は
、
な
ん
と
奇
遇
な
こ
と
か
。
閉
校

を
決
め
て
か
ら
４
年
、
在
職
中
に
閉
校
を
見
届
け
ら
れ
少

し
責
任
が
果
た
せ
た
気
が
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
次
に
行
っ
た
の
は
包
括
ケ
ア
病
棟
（
60
床
）

へ
の
再
編
で
し
た
。
こ
の
再
編
は
容
易
で
は
な
く
組
織
改

革
を
伴
い
医
局
や
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
説
得
が
大
変

で
し
た
。
前
年
度
の
赤
字
を
こ
れ
で
一
気
に
黒
字
に
転
換

し
、
傾
き
か
け
た
病
院
を
皆
の
手
で
復
活
で
き
た
こ
と

は
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
く
影
響
し
ま
し

た
。

　
最
後
は
私
の
定
年
延
長
を
促
し
た
徳
島
病
院
と
の
統
合

計
画
で
す
。
外
来
棟
の
新
築
は
入
札
の
時
期
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
統
合
計
画
が
も
ち
あ
が
り
延
期
に
。
こ
の
５

年
間
で
何
と
か
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
は

済
ま
す
こ
と
が
で
き
、
あ
と
は
外
来
棟
だ
け
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
唯
一
の
心
残
り
で
、
次
の

院
長
に
引
き
継
ぐ
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
病
院
は
結
核
撲
滅
の
た
め
に
国
立
の
療
養
所
と
し

て
開
設
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る
今
、
も
う
一
度
国
は
国

立
病
院
機
構
の
位
置
づ
け
を
考
え
直
す
時
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
10
年
に
一
度
や
っ
て
く
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
今
ま
で

な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
た
感
染
症
対
策
、
こ
れ
か
ら
は

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
病
院
づ
く
り
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

515-KANRIKA@mail.hosp.go.jphttps://higashitokushima.hosp.go.jp/

　やさしい笑顔と　よりそう医療

退
職
の
年
に
思
う

退
職
の
年
に
思
う
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徳
島
医
療
セ
ン
タ
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秀
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　新年、あけましておめでとうございます。コロナ禍で迎
える初めての年末年始となりましたが、皆さんどのように
過ごされましたか。GWやお盆休み同様、帰省を控えた方
も多かったのではないでしょうか。我が家も、お正月は夫
の実家がある名古屋に行くのが毎年恒例となっていました
が、このコラムを書いている11月下旬はコロナ第３波襲来
の真っ只中、おそらく徳島で過ごすことになったと思いま
す。一日も早く新型コロナが落ち着くのを心から願う日々
です。
　昨年10月に東徳島医療センターに赴任し、３ヶ月が経ち
ました。今までは子供がまだ小さく、半日だけの、終了時
間が決まっている内視鏡やエコーなど、検査業務がメイン
の仕事をしていました。娘を出産後の仕事復帰は、娘がま
だ８カ月の頃。ようやくお座りが上手にできるようになっ
たばかりの、まだお乳を飲んでいる赤ちゃんでした。生ま
れてから片時も離れたことのない我が子を初めて保育所に
預けた日、娘と離れるのがあまりに辛く、今生の別れの如
く私も娘も大号泣したことを昨日のことのように覚えてい
ます。それから毎朝、大泣きする娘に背中を向けて仕事に
行く時、こんなに可愛い時期に一緒にいてあげられないな

んて、こんな思いをしてまで仕事をする必要があるのかと
悶々とする日もありました。娘も昨年４月から小学生にな
り、朝はハイタッチをしてご機嫌で学校に出かけて行き、
仕事が終わってダッシュでお迎えに行くと、ママ早過ぎ
～！なんて怒られたり。知らない間にどんどん成長し、
あっという間に大きくなって親から離れて行ってしまうん
だなあと寂しくなる今日この頃です。ちなみに、このコラ
ムには一切登場しませんでしたが、昆虫と恐竜に夢中の年
中の息子もおりまして。４歳の男の子はまだまだ赤ちゃん
♥夫と娘が呆れるほど毎
日絶賛溺愛中です！ 10
月から夕方までの勤務と
なり毎日ドタバタです
が、大きくなったらママ
と同じ消化器内科のお医
者さんになりたい、と
言ってくれる娘に恥じな
いよう頑張りたいと思い
ます。本年もどうぞよろ
しくお願いします！

　　さて、今回は特定看護師および診療看護師
（JNP）が行えるとされている『特定行為』につ
いてお話します。

　『特定行為』は、実践的な理解力、思考力及び判
断力、高度かつ専門的な知識・技能が特に必要と
される看護師が診療の補助として行う38の医療行
為です。これは、大きく21の特定行為区分に整理
されています。
　当院の特定看護師は『呼吸器関連』の６項目を
受講しており、主に病棟で気管カニューレを装着
している患者さんや呼吸器管理を行っている患者
さんに関わらせて頂いています。
　またJNPは、医師の直接指示およびすべての特
定行為が行えますので、外来・病棟を問わず様々
な患者さんに関わらせて頂いています。

　次回は『手順書』について、お話させていただ
きます。

図：特定行為及び特定行為区分（38行為21区分）
ブルー：当院特定看護師が行える特定行為
ブルー＋ピンク：JNPが行える特定行為

� 消化器内科　高場　　梓

特定行為区分 特定行為
呼吸器（気道確保に係るもの）関連 経口用気管チューブまたは警備用気管チューブの位置の調整

侵襲的陽圧換気の設定の変更
非侵襲的陽圧換気の設定の変更
人工呼吸管理がなされている者に対する鎮静薬の投与量の調整
人工呼吸器からの離脱

呼吸器（⻑期呼吸療法に係るもの）関連 気管カニューレの交換
一時的ペースメーカの操作及び管理
一時的ペースメーカリードの抜去
経皮的心肺補助装置の操作及び管理
大動脈内バルーンパンピングからの離脱を行うときの補助頻度の調整

心嚢ドレーン管理関連 心嚢ドレーンの抜去
低圧胸腔内持続吸引機の吸引圧の設定および設定の変更
胸腔ドレーンの抜去

腹腔ドレーン管理関連 腹腔ドレーンの抜去（腹腔内に留置された穿刺針の抜針を含む）
胃ろうカテーテル若しくは腸ろうカテーテルまたは胃ろうボタンの交換
膀胱ろうカテーテルの交換

栄養に係るカテーテル管理（中心静脈カテーテル管理）関連 中心静脈カテーテルの抜去
栄養に係るカテーテル管理（抹消留置型中心静脈注射用カテーテル管理）関連 抹消留置型中心静脈注射用カテーテルの挿入

褥瘡又は慢性創傷の治療における血流のない壊死組織の除去
創傷に対する陰圧閉鎖療法

創傷ドレーン管理関連 創傷ドレーンの抜去
直接動脈穿刺法による採血
橈骨動脈ラインの確保

透析管理関連 急性血液浄化療法における血液透析器又は血液透析濾過器の操作及び管理
持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整
脱水症状に対する輸液による補正

感染に係る薬剤投与関連 感染徴候がある者に対する薬剤の臨時の投与
血糖コントロールに係る薬剤投与関連 インスリンの投与量の調整
術後疼痛管理関連 硬膜外カテーテルによる陳津剤の投与及び投与量の調整

持続点滴中のカテコラミンの投与量の調整
持続点滴中のナトリウム、カリウム又はクロールの投与量の調整
持続点滴中の降圧剤の投与量の調整
持続点滴中の糖質輸液又は電解質輸液の投与量の調整
持続点滴中の利尿剤の投与量の調整
抗けいれん剤の臨時の投与
抗精神薬の臨時の投与
抗不安薬の臨時の投与

皮膚損傷に係る薬剤投与関連 抗癌剤その他の薬剤が血管外に漏出したときのステロイド薬の局所注射及び投与量の調整

循環動態に係る薬剤投与関連

精神及び神経症状に係る薬剤投与関連

動脈血液ガス分析関連

呼吸器（人口呼吸療法に係るもの）関連

循環器関連

胸腔ドレーン管理関連

ろう孔管理関連

創傷管理関連

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連

『特定行為』とは『特定行為』とは『特定行為』とは『特定行為』とは『特定行為』とは

本年もよろしくお願いします
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　今回、私たち
看護学生24名と
教員が協力し、
ホスピタルアー
トを制作しまし

た。デザインのコンセプトは「自然がもつ雄大さ、優し
さ、癒しを感じられる空間にしたい」です。徳島の自然
の代表とも言える鳴門の渦潮、その潮流は力強く活力や
勇気を与えてくれます。また、東徳島医療センターを取
り巻く豊かな自然として「くすの木」「桜」「金木犀」「つ
ばめ」を表現しました。デザインに込めた思いは下記を
ご覧ください。
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、今年度、本校で
最後となる「第40回東徳祭」の開催が中止されました。
毎年、地域の方々や患者様、保育園の子供たちや支援学
校の学生さん、病院職員の皆様など多くの方々と交流が
図れる１日であり、楽しみにしていたのでとても残念で
した。どのような形で皆さんと交流を図ろうかと思案し
ていた時に、西病棟の中庭窓に「ホスピタルアート」を
制作してはどうかと提案していただきました。
　病棟の広い窓を見たとき、「初めてすることだし上手
くできるのだろうか」「完成するのかな」と不安に感じ
ましたが、デザインが決まり本格的に制作が始まると、

「不安」だった気持ちが
しだいに薄れ、患者さん
に「癒しの空間」を届け
たい思いで皆一生懸命取
り組んでいきました。病
棟の窓の大きさを測りに
行ったり、模造紙で型紙

を作ったり、グラ
フィックシートを無
駄にしないよう何度
も試作を繰り返しな
がら11月20日、い
よいよ制作当日を迎
えました。活動して
いる私たちに患者さんや病棟職員の方々が「綺麗な。す
ごいね」と言葉をかけてくださり、心がとても温かくな
り、このような活動が出来て本当に良かったと感じまし
た。活動を終えた今、一つの目標に向け、皆で意見を出

しあい、助け合い、物
事を成し遂げることの
大切さを改めて学ぶこ
とができました。この
「アート」に触れた方々
が笑顔になり癒しの空
間となることを願って
います。

　今回、卒業記念という形で「ホスピタルアート」の制
作という初めての経験は、これからの社会活動のなかで
も生かされると思います。新型コロナウイルス感染症が
拡大している中でしたが、日頃から私たちを支援してく
ださっている方々にお礼の気持ちを伝えられる機会を得
られたことに感謝しています。
� （特別教育活動委員／髙本ありさ・佐賀　勇太・�

北條　凜乃・中尾　汐里・石川あかり
� 竹内　友美（教員））

卒卒  業業  記記  念念  
キキーーワワーードド  自自然然  癒癒しし  巣巣立立ちち  感感謝謝                                                              

ココンンセセププトト  

  今今回回ののググララフフィィッッククデデザザイインンはは、、「「自自然然ががももつつ雄雄大大ささ、、優優ししささ、、癒癒ししをを感感じじらられれるる空空間間ににししたたいい。。」」とといいうう願願いいをを込込めめままししたた。。  

  徳徳島島のの自自然然のの代代表表とともも言言ええるる鳴鳴門門のの渦渦潮潮とと東東徳徳島島医医療療セセンンタターーをを取取りり巻巻くく豊豊かかなな自自然然ををイイメメーージジしし、、22 種種ののデデザザイインンをを製製作作ししままししたた。。  

病病院院かからら一一歩歩、、外外にに出出てて深深呼呼吸吸ををししたた時時ののよよううなな清清々々ししいい気気分分をを味味わわっってていいたただだけけるるとと幸幸いいでですす。。    

ググララフフィィッッククデデザザイインンにに込込めめたたメメッッセセーージジ  

  ままずず、、徳徳島島がが世世界界ににもも誇誇れれるる「「鳴鳴門門のの渦渦潮潮」」ををモモチチーーフフににししままししたた。。  

そそのの潮潮流流はは、、見見るる人人がが息息をを呑呑むむほほどど力力強強くく、、活活力力やや勇勇気気をを与与ええててくくれれまますす。。皆皆様様のの回回復復にに向向けけ、、前前進進すするる力力ににななれればばとと思思いいまますす。。  

  ままたた、、病病院院をを取取りり巻巻くく自自然然ととししてて「「くくすすのの木木」」「「桜桜」」「「金金木木犀犀」」「「ツツババメメ」」ををモモチチーーフフににししままししたた。。  

  大大ききくく、、どどっっししりりとと根根づづくく、、当当院院ののシシンンボボルル「「くくすすのの木木」」はは、、揺揺るるががぬぬ強強ささでで、、いいつつもも私私達達をを見見守守っっててくくれれまますす。。  

  33 年年前前、、入入学学ししたた私私達達はは、、満満開開のの花花がが咲咲きき誇誇るる「「桜桜のの木木」」にに出出会会いいままししたた。。桜桜のの花花はは、、春春のの暖暖かかいい陽陽射射ししととととももにに、、私私達達にに進進級級をを知知

ららせせててくくれれ、、改改めめてて頑頑張張ろろううとといいうう気気持持ちちににささせせててくくれれままししたた。。澄澄みみ切切っったた秋秋空空のの下下、、橙橙色色のの花花ががここぼぼれれるる「「金金木木犀犀」」はは、、講講義義、、実実習習、、

学学校校行行事事とと多多忙忙なな毎毎日日をを送送るる私私達達をを、、甘甘いい香香りりでで優優ししくく包包みみここみみ、、癒癒ししててくくれれままししたた。。  

  校校舎舎ににはは毎毎年年幸幸せせのの象象徴徴ででああるるツツババメメがが訪訪れれまますす。。私私達達ももツツババメメののよよううにに、、恵恵ままれれたた環環境境のの中中、、多多くくのの方方にに支支ええらられれ、、大大切切にに育育てててて

いいたただだききままししたた。。特特にに、、実実習習をを快快くく受受けけ入入れれててくくだだささっったた患患者者ささんんかからら多多くくののここととをを学学ばばせせてていいたただだききままししたた。。患患者者ささんんのの「「あありりががとと

うう」」とといいうう言言葉葉かからら何何度度もも勇勇気気ををももららいい、、看看護護のの楽楽ししささややややりりががいいをを感感じじ、、ももっっとと頑頑張張ろろううとといいうう気気持持ちちににななりりままししたた。。病病棟棟ススタタッッフフ

のの皆皆様様ににはは、、実実習習ししややすすいい環環境境をを整整ええてていいたただだきき、、科科学学的的根根拠拠にに基基づづいいたた個個別別性性ののああるる看看護護をを教教ええてていいたただだききままししたた。。私私達達 3388 期期生生 2244

名名はは同同じじ志志をを持持ちち、、切切磋磋琢琢磨磨ししななががらら成成長長しし、、巣巣立立ちちのの時時をを迎迎ええまますす。。看看護護学学校校でで学学んんだだこことと、、皆皆様様にに育育てててていいたただだいいたた感感謝謝のの気気持持ちち

ををいいつつままででもも忘忘れれずず、、精精進進ししまますす。。  

                                                        独独立立行行政政法法人人国国立立病病院院機機構構東東徳徳島島医医療療セセンンタターー附附属属看看護護学学校校    第第 3388 期期生生一一同同  

ホスピタルアートの
制作活動を終えて



く す の 木（4）� 令和３年１月１日

《今月号編集委員》　　　烏野　敬介／林　み子／賀川　敏江

　療育指導室では今年度もコロナ禍ではありますが、患者さんになるべく多く楽しみを提供したいと考え、行事を実施し
ています。
　10月20日～30日にかけて、エレベーター内から療育訓練室までをハロウィン仕様にし「ハッピーハロウィン」を実施し
ました。日程は各病棟３日間を設定し、午前中１枠。午後２枠。各回の終了毎に換気を徹底するとともに人数やソーシャ
ルディスタンスに配慮しての実施となりました。患者さんと一緒に楽しめる行事！をコンセプトに体験コーナーを中心に
設置しました。動物の住む家は、患者さんと一緒にお菓子のパッケージを選んで貼りつけることで、最終日にはおいしそ
うなお菓子の家が完成しました。どのコーナーでも患者さんの楽しそうな表情が見られましたので紹介します。

【コーナー紹介】
１．ウェルカム	 エアパッキンの“ぱちぱちロード”と風船のアーチがお出迎えしました
２．お菓子の家	 毎日、おいしそうな外壁に変化し・・最終日に完成しました
３．グラス 作成	 職員と一緒にパーツを選び、世界に一つのグラスを作りました
４．記念撮影	� 二つの大型壁面をバックにチェキで撮影　画像が現れるのを楽しみに、光るカボチャの

ボードに貼っていきました　ご家族にお渡ししたいと思います
５．ボウリング	 ボールを投げなくても大丈夫　工夫いっぱいのボウリング
６．お楽しみ	� 毎日変わる課題・カボチャカードの宝探しやクイズ、ペットボトルボウリングでも点数を

競いました　優勝者にメダルをプレゼントしました

　今年度、外出行事や全病棟の患者さんが集まっての行事、ご家族と一緒の行事は実施できませんでしたが、様式を変え
てなるべく多くの患者さんに参加いただけるよう取り組んできました。面会制限の期間もあり家族と会えないさみしい思
いであろう患者さんに対し、少人数での対応での利点を活かし丁寧な関わりを心がけています。今後も、感染対策を行い
ながら患者さんに楽しんでもらえる療育を計画したいと思っています。� （療育指導室　主任保育士／福田　泰世）

写真の使用許可はご家族にいただいております。

グラス制作中

動物の住む家
チェキを飾った
カボチャのボード

完 成！

不織布にエアパッキンを重ねて貼っています
上を車椅子やベッドで通るとパチパチと音がします
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